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乳
幼
児
健
診
、
保
育
園

や
幼
稚
園
等
の
子
育
て
に
関

す
る
業
務
を
同
じ
部
署
で
所

管
す
る
こ
と
で
、
施
策
等
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
住

民
福
祉
部
か
ら
こ
ど
も
未
来

部
へ
保
健
セ
ン
タ
ー
を
移
管

し
、
名
称
を
「
こ
ど
も
未
来

部
」
か
ら
「
健
康
子
育
て
支

援
部
」に
変
更
す
る
も
の（
令

和
３
年
３
月
31
日
専
決
処

分
）

【
施
行
日
】

令
和
３
年
４
月
１
日

【
提 

出 

者
】鎌

倉 

文
枝  

議
員

　

王
寺
町
議
会
議
員
政
治

倫
理
審
査
会
の
委
員
定
数

「
９
名
」
を
「
９
名
以
内
」

と
し
、
公
募
委
員
（
３
名
）

を
募
集
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
応
募
が
な
か
っ
た
場
合

又
は
募
集
し
た
人
数
に
応

募
者
が
達
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
旨
を

明
記
す
る
も
の

【
施
行
日
】
公
布
の
日

※
全
案
件
、「
全
会
一
致
」

で
可
決
ま
た
は
承
認

専
決
処
分
事
項
の
報
告

（
王
寺
町
部
等
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
）【承

認
】

王
寺
町
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

　

本
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
引
き
続
き
、
議
長
の

重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
改
め
て
、
さ
ら

な
る
町
政
の
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
誠
心
誠
意
、

努
め
て
参
る
所
存
で
す
。

今
後
も
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
町
民
皆
様
の
負

託
に
応
え
る
議
決
機
関
と

し
て
、
全
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

本
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
引
き
続
き
、
副
議
長

の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
町
政
の
さ
ら

な
る
発
展
と
住
民
皆
様
に

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
議
会
を
目
指
し
、
今
後

も
、
中
川
議
長
の
も
と
、

さ
ら
に
開
か
れ
た
議
会
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
れ

る
よ
う
精
一
杯
取
組
み
ま
す

の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

議　長
中川 義弘

副議長
沖 優子

・
議
長
、
副
議
長
の
選
挙

・
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
な
ど
の
選

任
・
選
出

・
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
（
１
件
）

・
条
例
改
正
（
３
件
）

常任委員会・議会運営委員などを選任・選出
総務文教常任委員会 くらし環境常任委員会 

議会運営委員会
委員長　北村　達夫
副委員長　幡野　美智子
委　員　玉守　数叔
委　員　若林　かずみ
委　員　坂下　早苗
委　員　鎌倉　文枝
監査
委　員　北村　達夫
静香苑環境施設組合議会
議　員　中川　義弘
議　員　小山　郁子
消防委員会
委　員　坂下　早苗
委　員　北村　達夫
議　員　大久保　一敏
委　員　松岡　まさゆき
委　員　楠本　勝

国民健康保険事業の運営
に関する協議会
委　員　坂下　早苗
委　員　小山　郁子
委　員　大久保　一敏
委　員　松岡　まさゆき
都市計画審議会
委　員　玉守　数叔
委　員　若林　かずみ
委　員　北村　達夫
委　員　幡野　美智子
香芝・王寺環境施設組合議会
議　員　中川　義弘
議　員　松岡　まさゆき
議　員　鎌倉　文枝
議　員　幡野　美智子
空家対策協議会
委　員　楠本　勝

滞納考査委員会
委員長　小山　郁子
委　員　坂下　早苗
委　員　大久保　一敏
委　員　沖　優子
委　員　楠本　勝
議会広報編集委員会
委員長　沖　優子
委　員　玉守　数叔
委　員　若林　かずみ
委　員　坂下　早苗
委　員　小山　郁子
委　員　鎌倉　文枝
スポーツ推進審議会
委　員　玉守　数叔
町営住宅入居者選考委員会
委　員　松岡　まさゆき
委　員　幡野　美智子

地域ぐるみ児童生徒健全育
成推進協議会
委　長　鎌倉　文枝
委　員　幡野　美智子
人権推進協議会
委　員　大久保　一敏
委　員　楠本　勝
社会福祉協議会
評議員　沖　優子
社会教育委員兼公民館
運営審議会
委　員　若林　かずみ
委　員　鎌倉　文枝
総合計画審議会兼総合戦
略懇話会
委　員　中川　義弘
委　員　北村　達夫

委
員

幡
野 

美
智
子

委
員

松
岡
ま
さ
ゆ
き

委
員
長

鎌
倉 

文
枝

委
員

大
久
保 

一
敏

副
委
員
長

玉
守 

数
叔

委
員

若
林 

か
ず
み

第2回
臨時会

〔4 月１６日〕

委
員

沖
　
優
子

委
員

北
村 

達
夫

副
委
員
長

坂
下 

早
苗

委
員
長

小
山 

郁
子

委
員

楠
本
　
勝

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
第
１
号
被
保
険

者
等
に
係
る
介
護
保
険
料
の

減
免
を
令
和
３
年
度
に
お
い

て
も
引
き
続
き
実
施
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の【
減
免
適
用
期
間
の
延
長
】

「
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
」

➡
「
令
和
４
年
３
月
31
日
ま

で
」

【
施
行
日
】
公
布
の
日

（
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

適
用
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
被
保
険
者
等
に
係

る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

を
令
和
３
年
度
に
お
い
て
も

王
寺
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て【原

案
可
決
】

王
寺
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

議
会
議
長
・
副
議
長
の
再
選

〔1〕下記のとおり検索してアクセスする方法
検 索 　王寺町議会　➡　王寺町議会/王寺町　
➡ 本会議インターネット中継

〔２〕右記のＱＲコードからアクセスする方法
※上記〔１〕〔２〕によりアクセスすると、王寺町公式サイトの町議会の
ページから外部サイトにリンクします。

視 聴 方 法

王寺町議会の本会議を　いつでも　どこでも
スマホ・タブレット・パソコンで
視聴できます！

議会インターネット中継配信中！！

※過去の中継（令和2年９月以降の本会議）や議会報告会を録画
配信していますので、是非ご覧ください。

引
き
続
き
実
施
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

【
減
免
適
用
期
間
の
延
長
】

「
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
」

➡
「
令
和
４
年
３
月
31
日
ま

で
」

【
施
行
日
】
公
布
の
日

（
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

適
用
）

議会改革特別委員会 （５月７日に正副委員長を互選）　
　委員長　若林　かずみ　　副委員長　玉守　数叔　　※委員は議長を除く全議員
義務教育学校の設置検討調査研究特別委員会 （正副委員長は継続）
　委員長　幡野　美智子　　副委員長　鎌倉　文枝　　※委員は議長を除く全議員
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【令和３年第１回（３月）定例会】
会　期　令和３年３月８日～１９日（１２日間）

専決処分事項の報告（３件）・人事案件（４件）・
当初予算審特別委員会の設置及び委員の選任（各１件）・
当初予算（６件）・補正予算（６件）・条例制定（３件）・条例改正（２件）
・規約変更（１件）・議会会議規則改正（１件）・契約議決（１件） 計２９件

　

法
改
正
に
よ
り
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

の
定
義
が
変
更
と
な
り
、

条
例
中
の
引
用
箇
所
に
つ

い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
も
の
（
２
月
13
日
に
専

決
処
分
）

【
施
行
日
】　

公
布
の
日

　

令
和
３
年
度
の
各
会
計

当
初
予
算
を
審
査
す
る
た

め
に
設
置
し
、
委
員
は
議

長
を
除
く
全
議
員
を
選
任

　

法
改
正
に
よ
り
、
条
ず

れ
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

所
要
の
条
文
整
理
を
行
っ

た
も
の
（
２
月
25
日
に
専

決
処
分
）

【
施
行
日
】　

公
布
の
日

　

中
野 

衛
氏
の
任
期
が
令

和
３
年
３
月
31
日
付
け
で
、

満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
同
氏
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の

【
任
期
】
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で

　

土
谷
正
孝
氏
の
任
期
が

令
和
３
年
３
月
14
日
付
け

で
、
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

後
任
に
松
本
耕
志
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る

も
の

【
任
期
】
令
和
３
年
３
月
15

日
か
ら
令
和
６
年
３
月
14

日
ま
で

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
千
21
万

４
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
１
６
６
億
７
千
６
１
４

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

追
加
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保
に
係
る
経
費
を

計
上
（
２
月
12
日
に
専
決

処
分
）

【
提 

出 

者
】

　

若
林 

か
ず
み  

議
員

　

男
女
の
議
員
が
活
動
し

や
す
い
環
境
整
備
の
一
環

と
し
て
、
育
児
、
介
護
な

ど
議
会
へ
の
欠
席
事
由
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
母

性
保
護
の
観
点
か
ら
出
産

に
係
る
産
前
・
産
後
の
欠

席
期
間
を
規
定
す
る
も
の
。

ま
た
、
請
願
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
請

願
者
に
一
律
に
求
め
て
い

る
押
印
の
義
務
付
け
を
見

直
し
、
署
名
又
は
記
名
押

印
に
改
め
る
も
の

【
施
行
日
】　

公
布
の
日

　

平
岡
秀
隆
氏
の
任
期
が

令
和
３
年
３
月
11
日
付
け

で
、
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、
同
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も

の【
任
期
】
令
和
３
年
３
月
12

日
か
ら
令
和
７
年
３
月
11

日
ま
で

　

指
名
競
争
入
札
（
５
社
）

の
結
果
、
㈱
春
山
組
が
落

札
し
、
７
千
１
３
９
万
円

（
消
費
税
込
）
で
契
約
す
る

も
の

　

奈
良
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
う
ち
、
葛
城

広
域
行
政
事
務
組
合
の
解

散
に
伴
い
、
規
約
を
変
更

す
る
も
の

　

植
田
多
永
子
氏
、
吉
村

康
子
氏
の
両
氏
の
任
期
が

令
和
３
年
６
月
30
日
付
け

で
、
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、
両
氏
を
推
薦

す
る
も
の

【
任
期
】
令
和
３
年
７
月
１

日
か
ら
令
和
６
年
６
月
30

日
ま
で

【
当
初
予
算
審
査
特
別
委
員

会
】〈
６
案
件
〉

【
義
務
教
育
学
校
の
設
置
検

討
調
査
研
究
特
別
委
員
会
】

（
第
９
回
委
員
会
）

　

３
月
15
日
に
開
催
し
、
各

Ｐ
Ｔ
の
進
捗
状
況
の
説
明
の

う
ち
主
な
も
の
を
掲
載

教
育
課
程
Ｐ
Ｔ

●
各
教
科
等
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
（
案
）
は
、
県
教
育
委

王
寺
町
介
護
保
険
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

【
報
告
受
理
】

令
和
３
年
度
王
寺
町
当

初
予
算
審
査
特
別
委
員

会
の
設
置
・
委
員
の
選

任
に
つ
い
て【原

案
可
決
】

王
寺
町
町
道
の
構
造
の

技
術
的
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

【
報
告
受
理
】

王
寺
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
任
命
同
意
に
つ
い
て

【
同
意
】

王
寺
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
の
委
員
の
選
任

同
意
に
つ
い
て

【
同
意
】

令
和
２
年
度
王
寺
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

10
号
）
に
つ
い
て【

承
認
】

王
寺
町
議
会
会
議
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
に
つ
い
て【

原
案
可
決
】

王
寺
町
副
町
長
の
選
任

同
意
に
つ
い
て

【
同
意
】

明
神
山
参
道
改
修
工
事

の
請
負
契
約
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

奈
良
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
奈
良
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

【
同
意
】

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て

【
推
薦
】

専
決
処
分
事
項
の
報
告

議
会
会
議
規
則
改
正

人
事
案
件

契
約
議
決

規
約
変
更

議
会
の
委
任
に
よ
る

専
決
処
分
事
項
の
報
告

3月
定例会

本
会
議（
３
月
８
日
）

委
員
会
付
託
案
件

本
会
議（
３
月
19
日
）

会
期
中
の
報
告

特
別
委
員
会
設
置

●
一
般
会
計
予
算

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

●
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
●
水
道
事
業
会
計
予
算

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

〈
３
案
件
〉

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

11
号
）

●
王
寺
町
長
等
の
損
害
賠
償

責
任
の
一
部
免
責
に
関
す

る
条
例
の
制
定

●
王
寺
町
久
度
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
条
例
の
制

定
【
く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会
】

〈
８
案
件
〉

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

●
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

●
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
●
王
寺
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

員
会
の
指
導
・
助
言
を

受
け
完
成

●
特
色
あ
る
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム（
案
）の
調
査
・

研
究
と
し
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
英
語
専
科
教
員

に
よ
る
教
科
担
任
制
実

施
後
の
児
童
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
肯
定
的
な
回
答

が
約
90
％
で
あ
っ
た
（
昨

年
比
＋
10
ポ
イ
ン
ト
）

●
ふ
る
さ
と
王
寺
の
理
解

と
愛
情
を
育
む
教
育
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
和
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
必

要
な
内
容
を
教
材
化
（
令

和
３
年
度
中
）

●
情
報
化
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
小
学
校
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
全
体
計

画
（
案
）は
、
ほ
ぼ
完
成
、

今
後
、
指
導
内
容
等
の

研
究
を
進
め
、
そ
の
他
、

個
別
最
適
化
学
習
教
材

の
課
題
や
人
的
支
援
の

在
り
方
を
検
討

●
義
務
教
育
学
校
の
強
み

を
生
か
し
た
教
育
の
推

進
（
案
）
の
調
査
・
研

究
に
つ
い
て
は
、
相
互
乗

り
入
れ
授
業
の
取
組
の

成
果
と
課
題
等
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
の
活

用
も
視
野
に
入
れ
、
連

携
が
図
れ
る
よ
う
検
討

●
授
業
時
数
、日
課
表（
案
）

の
調
査
・
研
究
に
つ
い

て
は
、
小
中
学
校
の
授
業

時
間
を
従
来
よ
り
５
分

短
縮
し
、
時
間
の
創
出

を
進
め
る
試
行
が
行
わ

れ
、
早
急
な
実
現
は
難

し
い
が
、
特
色
あ
る
教
育

を
め
ざ
し
て
い
く
た
め
、

研
究
を
重
ね
る

総
務
Ｐ
Ｔ

●
校
歌
作
成
に
つ
い
て
は
、

応
募
さ
れ
た
言
葉
・
フ

レ
ー
ズ
を
基
に
校
歌
歌

詞
案
（
北
及
び
南
校
区
）

を
作
成

●
校
章
作
成
（
北
校
区
）

に
つ
い
て
は
、
校
章
候
補

案
を
作
成

施
設
設
備
Ｐ
Ｔ

●
北
の
新
築
工
事
は
、
校

舎
棟
、
屋
内
運
動
場
棟

の
躯
体
工
事
中
で
順
調

に
進
行

●
南
の
大
規
模
改
造
工
事

等
は
、
王
寺
南
小
学
校

で
は
、
屋
内
運
動
場
の
空

調
工
事
中
で
、
王
寺
南

中
学
校
で
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
棟
の
杭
・
基
礎
工
事

が
完
了
し
、
校
舎
棟
（
増

築
部
分
）
は
杭
・
基
礎

工
事
中
で
、
南
小
学
校

と
南
中
学
校
の
普
通
教

室
等
の
改
修
は
、
夏
休

み
に
集
中
し
て
実
施

【
追
加
議
案
】
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2021年（令和3年）5月　王寺町議会だより　第137号

【第1回定例会】議決結果（3 月8日・19日）
議　　案　　名 議決結果

（発議第 1 号）令和 3 年度王寺町当初予算審査特別委員会の設置について
原案可決（発議第 2 号）令和 3 年度王寺町当初予算審査特別委員会の委員の選任について

（発議第 3 号）王寺町議会会議規則の一部を改正する規則について
（報第 1 号）議会の委任による専決処分事項の報告

王寺町介護保険条例等の一部を改正する条例について
報告受理

（報第 2 号）議会の委任による専決処分事項の報告
王寺町町道の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例について

（報第 3 号）専決処分事項の報告
令和 2 年度王寺町一般会計補正予算（第 10 号）について 承　　認

（議第 2 号）王寺町副町長の選任同意について
同　　意

（議第 3 号）王寺町教育委員会教育長の任命同意について
（議第 4 号）人権擁護委員の推薦について 推　　薦
（議第 5 号）王寺町固定資産評価審査委員会の委員の選任同意について 同　　意
（議第 9 号）令和 3 年度王寺町下水道事業特別会計予算について

原案可決

（議第 12 号）令和 2 年度王寺町一般会計補正予算（第 11 号）について
（議第 13 号）令和 2 年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号）について
（議第 14 号）令和 2 年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号）について
（議第 15 号）令和 2 年度王寺町下水道事業特別会計補正予算（第 1 号）について
（議第 16 号）令和 2 年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第 4 号）について
（議第 17 号）令和 2 年度王寺町水道事業会計補正予算（第 4 号）について
（議第 18 号）王寺町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について
（議第 20 号）指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する

省令の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
（議第 21 号）王寺町介護保険条例の一部を改正する条例について
（議第 23 号）奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び奈良県市町村総合

事務組合規約の変更について
（議第 24 号）明神山参道改修工事の請負契約について

議　　案　　名 結　果

玉
守 

数
叔

若
林 

か
ず
み

坂
下 

早
苗

北
村 

達
夫

小
山 

郁
子

大
久
保 

一
敏

沖 

優

子

松
岡
ま
さ
ゆ
き

鎌
倉 

文
枝

楠

本 

勝

幡
野 

美
智
子

（議第６号）令和３年度王寺町一般会計予算について 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●
（議第７号）令和３年度王寺町国民健康保険特別会計

予算について 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第８号）令和３年度王寺町後期高齢者医療特別会
計予算について 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第１０号）令和３年度王寺町介護保険特別会計予
算について 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第１１号）令和３年度王寺町水道事業会計予算に
ついて 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第１９号）王寺町久度防災コミュニティルーム条
例の制定について 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第２２号）王寺町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例について 原案可決 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

賛成＝〇　反対＝●　（議長は採決に加わらない。）起立採決の議案

全会一致の議案

本会議トピックス

　加入者は年金収入だけの方が多く、
所得に占める保険料負担率は８．４％
と他の健保と比べ高い。本制度は医
療費削減、自己負担増の制度設計で、
高齢化を財政の負荷とみなすもので
ある。

　水道事業の統合について、それぞ
れの自治体の水道事業経営には差が
あり、事業統合は困難である。また、
統合により、剰余金を全額供出される
のは納得できない。剰余金で水道料
金引下げと水道料金の基本料金の減
免を検討すべき。

　令和３年度では、加入世帯の５４．５％
の世帯で保険税が値上げとなる。加入者
は無職、高齢者、非正規雇用の低所得
者が中心で、国保は、医療を支えるセーフ
ティネットの役割があるにもかかわらず、国
の負担割合も少ない。国に対し、異議を
唱えるべき。

　男女共同参画事業の予算が少ない。ジェンダー平等に視点を据え、職員への働
きかけや講演会の開催などに予算を増やすべきである。王寺町久度防災コミュニティ
ルームの使用について、地域住民が誰でも気軽に利用するために使用料を低額に
見直すべきである。高齢者優待入浴事業の自己負担の廃止と高齢者運賃バス補
助は年間 200 回の無料乗車券の支給を提案する。学校給食は学校教育の一環
であり、積極的に食育に取り組むために、給食調理場運営は委託ではなく町直営
を求める。最後に児童生徒の個性が大切にされる王寺町の義務教育学校を望む。

　近隣自治体の使用料と比べ、高い使用料となっている。町民の福祉の増進と地域住民が誰でも気軽に利用できる施設にするため、
低額に見直しすべきである。

　令和６年度に保険税率を県内で統一するために、段階的に保険税を上げるものであり、令和３年度の保険税は、加入世帯の
５４．５％が引上げとなる。所得が減少している中、保険税の引上げには反対する。

　本町の所得段階別保険料は類似
団体と比べ高く、所得に対する保険
料の割合は、所得が低いほど高い。
見直しのたびにサービスが縮小され、
負担増になっている。給付抑制は自
立支援につながらない。

　今後も医療費の増加が見込まれる
中、被保険者の健康保持増進と医療
費の適正化を目指し、生活習慣病の
早期発見に有効な健康診査や人間
ドック健診費用の一部助成費用が計
上されている。

　内部留保資金を活用して、老朽管
更新工事などの更新費用を計上し、
経常経費を最小限に抑えながら、地
域の現状に見合った料金体系の中で
必要な事業を実施するなど、健全運
営が図られる予算である。

　第２期データヘルス計画に基づいた、被
保険者の健康保持増進につながる事業を
展開する予算。特定健康診査や人間ドッ
ク健診費用の一部助成費用も継続的に計
上。保険税率は急激な負担増とならない
よう段階的に改正されている。

　西和地域の中核都市にふさわしいまちづくりの推進や住民協働による、くら
し満足度の高い生活空間の実現に向け、多岐にわたる事業の実施予算を計上
された。特に、将来の王寺町の発展に大きく関わる畠田駅前広場整備などの
都市基盤整備の取組、住民の生命と財産を守るためのハード・ソフト両面にわ
たる対策、義務教育学校の整備など「教育のまち王寺」の実現に向けた取組、
新型コロナウイルス対策として、ワクチン接種や地域経済活性化のための「雪丸
振興券」交付の予算などを計上された。

　施設の管理運営費は、町民の税金と施設利用者の使用料で賄われるもので、「負担の公平性」を確保するために使用料の負担は必
要である。また、地域のコミュニティ活動が盛んに行われるよう、使用料の減免制度もある。

　被保険者の負担の公平性を図るため、県内保険税水準の統一化が進められており、保険税率の改正は、急激な負担となら
ないよう計画的に改正されている。令和６年度の県単位化の完成に向けて必要な改正である。

　短期集中予防サービスなど、高齢
者の自立支援や重度化防止の取組を
視野に入れた予算であり、第８期王
寺町介護保険事業計画及び高齢者
福祉計画に基づく介護給付費を見込
んだ予算が計上された。

幡野 美智子 議員小山 郁子 議員

幡野 美智子 議員
小山 郁子 議員

小山 郁子 議員

幡野 美智子 議員

幡野 美智子 議員

坂下 早苗 議員玉守 数叔 議員

大久保 一敏 議員
松岡 まさゆき 議員

玉守 数叔 議員

大久保 一敏 議員

若林 かずみ 議員

反対討論反対討論

反対討論
反対討論

反対討論

反対討論

反対討論

賛成討論賛成討論

賛成討論
賛成討論

賛成討論

賛成討論

賛成討論

令和３年度王寺町後期高齢者
医療特別会計予算について

令和３年度王寺町水道事業会計
予算について

令和３年度王寺町国民健康保険
特別会計予算について

令和３年度王寺町一般会計予算について

王寺町久度防災コミュニティルーム条例の制定について

王寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

令和３年度王寺町介護保険特別
会計予算について
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2021年（令和3年）5月　王寺町議会だより　第137号 委員会 のうごき・予算概要

令和3年度 一般会計・特別会計予算

令和3年度 水道事業会計予算

令
和
３
年
度

各
会
計
予
算
を
審
査

当
初
予
算
審
査

令和3年度　一般会計

を原案可決！

当初予算

135 億７，４００万円

会計名 令和3年度予算 令和２年度予算 前年度比 　可否

一 般 会 計 135億7,400万円 126億4,200万円 107.4%

原案可決

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険  24億  800万円 23億2,300万円  10３.7%

後 期 高 齢 者 医 療 3億9,600万円 3億9,500万円 100.3%

下 水 道 事 業 8億6,456万3千円 8億4,633万2千円 102.2%
介 護 保 険
（介護保険・介護サービス事業） 19億8,761万円 21億2,325万8千円 93.6%

水道事業会計 令和3年度予算 令和２年度予算 前年度比 可否

収益的
収　　入 6億2,234万5千円 6億1,964万9千円 100.4%

原案可決
支　　出 6億1,281万円 9億2,783万2千円 66.0%

資本的
収　　入 6,523万8千円 7,029万5千円   92.8%

支　　出 4億1,042万9千円 2億2,522万1千円  182.2%

令和３年度 予算概要
　本紙では、令和3年度の予算概要、取組について、王寺町総合計画で掲げられている「まちづくり目標（６項目）」
ごとに整理を行い、主な新規事業（新　規と掲載）を中心に抜粋して掲載しています。
　なお、町広報紙（王伸４月号）に挟み込みの町長の「施政方針」も合わせてご覧ください。　

「まちづくり協議会」設立準備支援事業　〔９５万円〕
　➡自治連合会と歩調を合わせながら、先進地視察等を通じて、設立に向けた機運を高めていく
新　規　王寺駅南駐車場運営委託事業 〔８３６万円〕

➡さらに利用しやすい駐車場をめざすと共に、安定した運営を行うために、管理業務を民間に委託（１１月頃を予定）し、
２４時間営業や障害者に対しての減免を実施

王寺駅周辺地区まちづくり基本計画策定　〔２千万円〕
　➡まちづくりの専門家、鉄道事業者、国・県に幅広く意見を求め、王寺駅周辺地区の公民連携によるまちづくり検討を行う
新　規　町営住宅長寿命化計画策定　〔３７４万円〕
　➡若者世帯や高齢者世帯のニーズに合った計画に見直しする
新　規　下水道ストックマネジメント計画策定　〔２千５００万円〕※ 下水道事業特別会計
　➡下水道施設全体の点検・調査結果に基づくリスク評価を行い、対策内容や優先順位などを定める

新　規　雪丸振興券事業　〔１億１千５４０万円〕
➡新型コロナウイルスにより影響を受けている住民への生活支援及び消費喚起による地域経済活性化のため、住民
全員に町内の店舗等で利用できる「雪丸振興券」（４，０００円分）を交付する

畠田駅前線整備事業　〔２億３千６６０万円〕
　➡令和５年度中の完了に向けて、駅前広場及び接続道路の整備に伴う用地取得などを行う
新　規　義務教育学校開校に伴う通学路整備事業　〔９０５万３千円〕

➡町道門前東９号線（清川五番館南側）は生活道路であるが、誰もが安心して利用できる道路構造となっていない。
また、令和４年４月に義務教育学校（北）の通学路に指定することから、安全・安心な道路として整備を行う。

２．快適で暮らしやすいまちづくり

６．活力とにぎわいのあるまちづくり

３．安全で安心に暮らせるまちづくり

４．健やかに暮らせるまちづくり

５．人を育みみんなが学べるまちづくり

１．住民に開かれ自立するまちづくり
※〔　　〕内の数字は令和３年度予算額

泉の広場防災公園整備事業　〔３億円〕
➡「いずみスクエア」との一体整備として、ヘリポートを備えた拠点避難施設の機能を持った防災公園、また、平時に
は地域の憩いの場である近隣公園として整備する

葛下内水対策貯留池整備事業　〔９千９００万円〕※ 令和２年度補正予算計上
➡河川の水位上昇による床上・床下浸水等の内水被害を防ぐため、県と連携して葛下３丁目地内に、大雨時に一時的
に水を貯める貯留池を整備する
新　規　業務継続計画（ＢＣＰ）策定　〔４９３万９千円〕
　➡役場庁舎が被災した時に、非常時優先業務の実施を確保するものとして策定する

やわらぎの手帳優遇措置事業　〔２千９６５万９千円〕
　➡高齢者の外出支援のため、運賃補助（バスカード・イコカカード・タクシー優待券）を行う
新　規　新型コロナウイルスワクチン接種事業　〔１億３千５２１万９千円〕
　➡新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止し、町民の生命及び健康を守るため、ワクチン接種を実施する

幼児教育・保育の無償化　〔６億８千８０９万５千円〕
　➡国の無償化（３歳から５歳児、住民税非課税世帯の０歳から２歳児）の対象とならない０歳から２歳児までの在園
　第２子目の保育料減免を、町独自の施策として引き続き実施する
新　規　小規模保育園運営事業費補助　〔５千１３７万８千円〕
　➡待機児童の発生を防ぐため、町が社会福祉法人に小規模保育園の場所を貸出し、その運営などに要する費用を補助する
義務教育学校（北・南）整備事業　〔３８億４千４４万６千円〕
　➡令和４年４月の開校に向け、北は新築工事を完了させ、南は大規模改造工事等（２年目）に着手する
新　規　新給食共同調理場開設に向けた取組　〔６千６５６万８千円〕
　➡義務教育学校（北）に新たに整備する給食調理場の調理器具、給食食器、冷蔵庫などを整備する
新　規　生涯学習施設長寿命化事業　〔１億８千３３４万８千円〕
　➡個別施設計画に基づき、老朽化した施設 ・ 設備の改修を行う（やわらぎ会館、王寺アリーナ、南公民館〔文化福祉センター〕）
新　規　電子図書館運営事業　〔２６６万円〕

➡コロナ禍での外出自粛への対応や障害者への合理的配慮の観点から、スマートフォンやタブレット端末を使い、どこ
でも読書ができるように電子図書館を開設する
新　規　新テニスコート整備事業　〔２千万円〕

➡泉の広場テニスコートは県道整備により撤去する必要があることから、代替施設として、葛下内水対策貯留池内に
運動公園（テニスコート等）を整備するための設計を行う
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歳入歳出予算の総額からそれぞれ、４億５千６５９万７千円を減額し、総額１６２億１千９５４万７千円とするも
の（歳入・歳出の増減については、主なものを掲載）

【歳入】
・公立学校施設整備費国庫負担金（＋１億１千６３３万４千円）
・義務教育学校（北）整備事業債（▲５億４千８４０万円）
・流域貯留浸透事業国庫補助金（＋３千３００万円）
・葛下内水対策貯留池整備事業債（＋６千６００万円）
・緊急防災・減災事業債（▲８千９９０万円）など

【歳出】
・義務教育学校（北）整備事業（▲４億４千８２６万２千円）
・葛下内水対策貯留池整備工事（＋９千９００万円）
・避難所空調設備整備工事（▲８千９９０万円）など

【趣旨】
地方自治法の改正により、町長や職員、行政委員等の職務行為について、善意でかつ重大な過失がな
い場合に、条例において、賠償の限度額を定めて賠償責任の一部を免責することができるとされたこ
とから、条例を制定するもの

【賠償の限度額】
「損害を与える原因となった行為の日を含む会計年度内に支給される給与」に、政令で定める基準（町

長は「６」、副町長・教育長・教育委員・選挙管理委員会の委員・監査委員は「４」、農業委員会の委員・
固定資産評価審査委員会の委員は「２」、その他の町職員は「１」）を乗じた額

【施行日】
令和３年４月１日

【趣旨】
町民福祉の増進、防災活動の推進及び地域コミュニティ活動に寄与するため、王寺町消防団第１分団屯
所に併設して、王寺町久度防災コミュニティルームを設置するもの

【主な内容】
〇名称（愛称）及び位置

・名　称　王寺町久度防災コミュニティルーム
・愛　称　新久度の家
・位　置　王寺町久度１丁目９番８号

〇使用資格　　町民又は町民で構成される団体
〇使 用 料　　１時間 ６００円
〇開館時間　　午前９時から午後５時まで
〇休 館 日　　・毎週第１・第３水曜日

（その日が国民の祝日の場合は、その翌日）
　　　　　　　・１２月２９日から翌年の１月３日まで

【施行日】 
　令和３年７月１日

【補正予算】

【条例制定】

令和２年度王寺町一般会計補正予算（第１１号）について

王寺町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について

王寺町久度防災コミュニティルーム条例の制定について

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【挙手多数　可決】

〇減免規定の見直し
　〔対象施設〕 やわらぎ会館・いずみスクエア・文化福祉センター・地域交流センター
　〔減免対象〕 王寺町在住の児童生徒が１人以上参加する文化芸術活動の発表

または展示に使用する場合について、減免規定（５０％減額）に加える（ピアノ発表会など）
〇スタインウェイピアノの調律の見直し
　〔対象施設〕 やわらぎ会館イベントホール
　〔変更内容〕 調律を任意とする
〇使用時間帯区分の見直し
　〔対象施設〕 いずみスクエア（ただし、「いずみホール」、「いずみアリーナ」を除く）
　〔変更内容〕 使用時間帯区分を細分化し、使用時間に応じた使用料を設定する

（例）会議室Ａの場合
	 【変更前】令和３年３月３１日までの利用分
	 　　　　使用区分（午前９時～１２時）使用料　８００円

	 【変更後】令和３年４月１日以降利用分
	 　　　　使用区分（午前９時～１０時３０分）　  使用料　４００円
	 　　　　　　　　（午前１０時３０分～１２時）　使用料　４００円
※上記見直しは、令和３年度の時限措置とし、利用状況を勘案して条例改正等を検討

地域防災計画とは
防災活動を総合的かつ計画的に進め、町民の生命、財産を災害から保護するとともに、災害による被害を軽減し、
社会秩序の維持と公共の福祉の確保を目的として作成された計画
〇改定の理由
　平成２７年８月の改定から約５年半の間に状況が変化し、新たな知見による修正が必要となったため

・町内で被害発生（平成２９年１０月 台風２１号による被害）
・全国各地で大規模な災害が多数発生
・国、県の上位計画の修正（南海トラフ地震防災対策推進基本計画・

奈良県地域防災計画など）
・新型コロナウイルス感染症対策など

〇改定の経過と今後のスケジュール
　令和３年１月　王寺町防災会議委員（１５名）に改定の重要項目を説明
　令和３年２月　王寺町防災会議書面決議
　令和３年２月１９日～３月５日　意見聴取の実施（パブリックコメント）
　令和３年３月１０日　当委員会で報告
　令和３年３月末　改定完了・印刷製本
〇改定にかかる８つの重要項目
　①避難行動・避難生活　②情報収集・伝達　③防災体制　④要配慮者対策
　⑤ハード対策　⑥住民の主体的行動　⑦防災士・ボランティア　⑧南海トラフ大地震

〇調査概要
　令和４年４月の義務教育学校開校に伴い、閉校となる王寺北小学校の今後の利活用について、民間事業者から

広く意見・提案を求め、対話により市場性を把握するもの
〇サウンディング結果の概要（参加事業者１社）
　【利活用に関する提案概要】「既存資源を活かした魅力や賑わいのある複合施設」

・施設利用
校　庭➡野外活動、フットサル、駐車施設	 校　舎➡生涯学習、美術館、宿泊施設、レストランなど
体育館➡防災拠点、屋内運動スペースなど	 プール➡養殖施設

・事業方式
　町　➡建物整備費用、維持管理費を負担	 民　間➡事業空間の整備投資、利用料を負担

・想定集客範囲　
周辺都市、関西圏広域

〇サウンディング結果を踏まえた今後の方針
　住環境に配慮した十分な提案を得られなかったため、引き続き、王寺北小学校跡地の利活用のあり方について検討

【報告事項】
王寺町地域防災計画の改定

公共施設の使用料等の見直し

王寺北小学校跡地利用に関するサウンディング型市場調査の結果

常駐の管理人が不在のため、夜間に電気の切り忘れなどの対応が困難となる
ため夜間は使用できない。ただし、消防団、自治会、子ども会、老人会、サ
ロン活動については、夜間の使用も可能とする。

開館時間が午前９時から午後５時までとなっているが、夜間に使用できないのか？

平成29年10月 台風21号の被害状況
（本町１丁目交差点）

⬇
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【補正予算】

【条例制定】

【条例改正】

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、４１８万７千円を追加し、総額２３億３千４９６万円とするもの

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、７８１万９千円を追加し、総額４億５２７万３千円とするもの

〔介護保険事業〕歳入歳出予算の総額にそれぞれ、１億９千７７８万５千円を減額し、総額２０億５４３万円とするもの
〔介護サービス事業〕歳入歳出予算の総額にそれぞれ、４１万７千円を追加し、総額４９６万３千円とするもの

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、３千４０２万１千円を追加し、総額８億８千３５万３千円とするもの

〔収益的収入〕予算額から、３６４万２千円を減額し、総額６億１千８００万７千円とするもの
〔収益的支出〕予算額から、１億２９３万円を減額し、総額８億５千２２０万９千円とするもの
〔資本的収入〕予算額から、８１０万７千円を減額し、総額６千２１８万８千円とするもの
〔資本的支出〕予算額から、７６４万５千円を減額し、総額２億６千２３１万６千円とするもの

【趣旨】政令及び省令の一部改正により、本条例の一部を改正するもの
【主な改正内容】

・介護保険料算出に用いる合計所得金額の見直し（給与所得及び公的年金等の所得金額の合計額から１０万円を控除するもの）
・第８段階から第１２段階の基準所得金額の見直し（国の基準の改正によるもの）
・第１段階から第３段階の低所得者軽減措置の継続（「令和２年度まで」を「令和３年度から令和５年度まで」に改正）

【施行期日】令和３年４月１日

【趣旨】法の一部改正により、関係する条例の一部改正をするため、標記条例を制定するもの
【改正の目的】

　介護サービスを安定的・継続的に提供していく体制を確保すること
【主な共通改正内容】

・感染症や災害対策の強化　・業務継続に向けた取組の強化　・データベースを活用した計画作成
・事業所単位のＰＤＣＡサイクルの推進　・ハラスメント対策の強化　・会議等におけるＩＣＴの活用
・記録の保存等の見直し　・運営規定等の見直し　・高齢者虐待防止の推進

【改正する条例】
①王寺町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例
②王寺町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例
③王寺町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
④王寺町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予

防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
【施行期日】令和３年４月１日（一部、令和３年１０月１日）

【趣旨】
令和６年度からの県内統一保
険税率に段階的に近づけてい
くため、保険税率を改正。また、
県内で統一された減免基準に
改正するもの。

令和２年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

令和２年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

令和２年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第４号）について

令和２年度王寺町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について

令和２年度王寺町水道事業会計補正予算（第４号）について

王寺町介護保険条例の一部を改正する条例について

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令
の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

王寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

令和２年度王寺町公共下水道事業及び上水道事業の進捗状況
〔下水道事業〕

　〇汚水２１－３－５号線管渠築造工事（畠田４丁目）
　　⇒進捗率（９０％）

〔上水道事業〕
　〇第一浄水場解体撤去工事（元町１丁目地内）
　　⇒進捗率（９０％）
　〇張井地区配水管改良工事〔仮設）〔本設〕（本町１丁目）
　　⇒完了
　〇本町２丁目地内配水管改良工事〔仮設）〔本設〕（本町１丁目）
　　⇒進捗率（９０％）
　〇国道１６８号配水管布設工事（畠田４丁目地内）
　　⇒進捗率（９０％）

【報告事項】

〇計画期間　令和３年度から令和７年度まで
〇計画目的　住民と行政の協働による健康づくりの推進

により、健康寿命を延伸すること
〇重点取組　個別分野ごとに重点的な取組を明示
　（例）「食塩を１日１ｇ減らそう」「元気にウォーキングしよう」

「がん検診を定期的に受診しよう」など

〇計画期間　令和３年度から令和５年度まで
〇計画内容　障害福祉サービスの提供体制の整備や国

の定める基本指針に即した目標値を定める
実施計画

〇重点取組　・児童発達支援の充実
・就労支援の充実
・「親亡き後」を見据えた地域生活の支援

〇「王寺町文化財保存計画」の推進
　・国からの交付金を確保し、事業を展開
〇事業の推進（抜粋）
　・明神山からの眺望の価値をさらに高めるため、
　　ＶＲ（バーチャルリアリティー）コンテンツ作成
　・「鉄道の町 王寺」の再現
　　➡プロジェクションマッピングで町の変遷を投影
　　➡昭和３０年代の王寺駅周辺の様子をジオラマと鉄

道模型で再現

〔下水道事業〕　※該当なし
〔上水道事業〕

　①第二浄水場電気設備更新工事（明神４丁目）
　　⇒耐用年数を経過した高圧受電盤、送水ポンプ盤な

どを更新するもの（上期発注予定）
　②県道畠田藤井線配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕１・２工区
　　（本町４・５丁目）（上期発注予定）
　③本町１丁目地内配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕
　　（本町１丁目）（上期発注予定）
　④久度１丁目地内配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕
　　（久度１丁目）（下期発注予定）
※②～④の工事については、老朽管更新計画に基づいた、

平成２７年度からの継続事業

〇設置場所　白瓜・本町４丁目バス停（北行側）
〇完了予定　令和３年３月末（４月から供用開始）

〇事業進捗率
　・道路新設改良工事、舗装新設改良工事、道路維持工事、

水路維持修 繕工事は完了し、水路新設改良工事は
８７％で全体で９９％実施（３月末までにすべて完了予定）

※委員会開催日（３月１０日）現在の状況説明を受ける。

〇計画期間　令和３年度から令和５年度まで
〇基本目標　「住み慣れた地域で安心して自分らしく暮ら

せるまち」の実現
※第１号被保険者の介護保険料基準月額は、第７期と同額

（５，６００円）となる

〇「水道事業等の統合に関する覚書」を締結（１月２５日）
　※当覚書は水道事業統合に向けた協議・検討を進めるもの
〇「基本協定」締結に向けたスケジュール
　・５月中旬に「協議会」、「幹事会」、「作業部会」を設置予定
　・令和４年度末予定の「基本協定」締結に向け協議・検討を行う

保護者説明会等を通じて、これまで検討してきた新
たな教育目標や通園バス運行ルート等の現段階で
の考え方について説明を受ける。

〇令和２年６月３０日に略式による行政代執行を実施し、８月
２６日に代執行の終了宣言を行い、行政代執行が終了した

〇行政代執行に要した費用（８６６万８千円）が確定し、
家屋の所有者への債務が確定した

〇家屋の所有者が行方不明になっていることから、大阪
簡易裁判所に公示送達を行い、関連する法的な手続き
はすべて遂行した

〇今後は、債務者の捜索を続け、所在が分かり次第、債
権回収に努める

〇計画期間　令和３年度から令和７年度まで
〇基本目標　
　・ふれあい、生きがいを持てる居場所づくり
　・地域を支える人づくり
　・助け合い・支え合いのつながりづくり
〇重点取組
　・要支援者の「災害時ケアプラン」に基づいた防災訓練

等の実施及び評価　など

第４次王寺町健康増進計画及び食育推進計画案

第６期王寺町障害福祉計画案

王寺町の文化財を生かした観光拠点づくり事業の進捗と計画

令和３年度王寺町公共下水道事業及び上水道事業の計画

バス停上屋工事の進捗状況

令和２年度町内要望土木工事の進捗進捗
新型コロナウイルスワクチンの接種体制

第８期王寺町介護保険事業計画及び高齢者福祉計画案

県域水道一体化

町立幼稚園の園区の見直しの進捗状況

特定空家等の行政代執行の終了

第２期王寺町地域福祉計画及び地域福祉活動計画案

区　分
医　療　分 後　期　分 介　護　分

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後
所 得 割 ６．４％ ６，７％ ２．６％ ２．８％ ２．７％ ２．９％
平 等 割 24,000 円 23,000 円 － － － －

【挙手多数　可決】

【施行期日】令和 3 年４月１日

【税率改正の内容】時効の起算日は、代執行終了宣言の翌日（令和２
年８月２７日）となる。

債務の消滅時効は５年とあるが、いつから時
効が進行しているのか？



1415

2021年（令和3年）5月　王寺町議会だより　第137号

明
神
山
は
王
寺
町
の

重
点
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
、
昨
年
は
約

１１
万

人
訪
れ
て
い
る
が
、
歩
く

の
が
困
難
で
山
頂
の
絶
景

を
観
る
チ
ャ
ン
ス
が
無
い

方
は
残
念
な
思
い
を
さ
れ

て
い
る
。
次
の
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

誰
も
が
明
神
山
頂
を
訪
れ
る
こ
と
の
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

①
電
動
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
の
運
行
手
法
を
検
討

②
リ
ア
ル
タ
イ
ム
眺
望
発
信
シ
ス
テ
ム
構
築

町
長　

①
明
神
山
頂

へ
の
移
動
手
段
と
し

て
、
今
年
中
に
運
転
手
付

き
電
動
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
（
低

速
）
の
具
体
的
な
運
行
手

法
を
検
討
す
る
。

②
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
眺
望

を
発
信
す
る
た
め
の
新
た

な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進

め
る
。

教
育
長
　
①
県
か
ら

の
加
配
や
教
員
配
置

の
工
夫
に
よ
り
負
担
の
増

加
や
偏
り
が
な
い
よ
う
に

進
め
る
。

②
担
当
は
各
教
員
の
希
望

や
意
見
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
部
活
動
指
導
員
（
外

①
５
年
生
か
ら
の
教

科
担
任
制
導
入
に
よ

り
、
中
学
校
教
職
員
の
負
担

が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る

が
対
応
は　

②
ク
ラ
ブ
活

動
は
５
年
生
か
ら
入
部
可
と

一 般 質 問

な
る
が
、
教
職
員
の
担
当
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の

か　

③
奈
良
県
の
加
配
制

度
や
、
文
科
省
の
支
援
策
の

活
用
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

動
き
や
今
後
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

①
山
頂
ま
で
歩
く
の
が
困

難
な
方
が
山
頂
を
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り

②
現
行
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

等
を
活
用
し
て
山
頂
の
様

子
を
見
る
事
の
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り

令
和
２
年
10
月
以

降
、
空
き
家
対
策
に

か
か
る
自
治
会
一
斉
調
査
が

実
施
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い

る
。
こ
の
調
査
は
戸
建
て
住

宅
が
自
治
会
内
に
存
す
る

全
て
の
自
治
会
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
調
査
方
法
に

つ
い
て
は
、
自
治
会
へ
の
負

空
き
家
対
策
に
か
か
る

　
　
　
　
　

自
治
会
一
斉
調
査

理
事　

自
治
会
一
斉

調
査
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
10
月
よ
り
準
備

を
進
め
、
令
和
３
年
１
月

の
実
施
を
目
指
し
、
調
査

方
法
や
調
査
内
容
の
検
討

を
進
め
て
き
た
が
、
自
治

会
が
高
齢
化
し
、
人
手
不

足
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
終
息
の
見
通
し
が
立
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

調
査
を
中
止
す
る
こ
と
に

し
た
。
自
治
会
一
斉
調
査
は

実
施
し
な
い
が
、
令
和
３

年
度
に
業
務
委
託
す
る
「
空

き
家
実
態
調
査
」
に
お
い

て
地
域
で
心
配
さ
れ
て
い

る
内
容
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
新
た
な
「
空
家
等
対

策
計
画
」
に
反
映
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、「
空
家
等
対
策
計
画
」

を
改
定
す
る
に
あ
た
り
、

現
行
計
画
の
取
組
方
針
に

基
づ
き
実
施
し
て
き
た
助

言
・
指
導
、
勧
告
等
の
措
置
、

窓
口
で
受
け
た
相
談
や
苦

情
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

分
析
・
検
証
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
計
画
の
見
直
し

を
行
う
。
空
き
家
対
策
に

お
け
る
町
行
政
の
責
務
は
、

空
き
家
が
住
民
生
活
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
避

け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
で

窓
口
決
済
に
お
け
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

も
含
め
た
本
町
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
化
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
展
望
、
及
び
そ
の
取

組
に
お
け
る
課
題
等
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
効
果
発
揮
に

必
要
不
可
欠
な
マ
イ
ナ
ン

総
務
部
長　

Ａ
Ｉ
等

の
先
端
技
術
の
活
用

と
し
て
は
令
和
元
年
10
月

よ
り
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

本
町
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
展
望

町
行
政
に
相
応
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く

自
治
会
一
斉
調
査
は
中
止
し
、

　
　
　

業
務
委
託
に
よ
り
実
施
予
定

化
で
は
平
成
28
年
４
月
よ

り
汎
用
受
付
シ
ス
テ
ム
「
ｅ

古
都
な
ら
」
を
順
次
活
用
、

ま
た
平
成
29
年
10
月
よ
り

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
王
寺

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
窓

口
決
済
に
お
け
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
総
務
省
で
は

Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
の
導
入
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
導
入

に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
課

題
が
あ
り
ま
す
か
。

総
務
部
長　

数
多
く

の
決
済
事
業
者
が
参

入
さ
れ
る
も
の
で
、
手
数

料
が
割
高
な
こ
と
や
、
入

金
の
確
認
が
煩
雑
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
ペ
イ
ペ
イ
を
試
験
導

入
し
、
利
用
状
況
や
事
務

効
率
を
検
証
し
た
う
え
で
、

本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
決
済

利
用
者
数
が
国
内
最
多
で

あ
る
ペ
イ
ペ
イ
を
試
験
的

に
導
入
、
令
和
３
年
10
月

か
ら
の
本
格
導
入
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
は

令
和
３
年
１
月
末
時
点
で

32
・
６
％
と
県
平
均
（
29
・

３
％
）、
全
国
（
25
・
１
％
）

よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
普
及
向
上
へ
の
強
化

策
と
し
て
、
休
日
開
庁
日

の
拡
充
や
時
間
外
開
庁
の

延
長
等
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
引
き

続
き
、
町
行
政
の
責
務
を

果
た
し
て
い
く
。

沖　優子 議員
（無所属）

楠本 勝 議員
（無所属）

（質問議員　10 名）

令和３年第１回定例会
（令和 3 年 3 月９日）

一般質問要旨

６月8日（火）
	 9時30分	 議会運営委員会
	10時00分	 本会議（議事上程等）
６月9日（水）
	 9時30分	 本会議（一般質問）
６月1１日（金）
	 9時30分	 総務文教常任委員会
６月1４日（月）
	 9時30分	 くらし環境常任委員会
６月15日（火）
	10時00分	 義務教育学校の設置検討調査研究特別委員会
６月18日（金）
	 9時30分	 議会運営委員会
	10時00分	 本会議

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場してください。
場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付してください。
（開始５分前までに受付を済ませてください。）

6月議会を開催します
（令和3年第2回定例会の予定）

各委員会

本会議

　議員が本会議で町の一般事務や将来に対する方
針などについて質問することです。
　本紙では、質問及び答弁の
要旨を掲載いたします。なお、右
記のＱＲコード読み取りアクセ
スいただきますと、一般質問の
録画映像を視聴することがで
きます。

～～  一 般 質 問  ～～

※変更の場合は、王寺町公式サイトでお知らせいたします。

〔新型コロナウイルス感染症対策〕
①傍聴の際は、手指消毒、マスク着用、検温にご協力願います。
（体調がすぐれない時は傍聴をお控え願います。）
②傍聴席の制限を行っています。
（本会議１０名以内・各委員会５名以内）
③本会議については、インターネット中継を積極的にご活
用ください。

－－－－－－－－－　傍聴について －－－－－－－－－－

玉守 数叔 議員
（無所属）

部
人
材
）
の
活
用
も
進
め

る
。

③
専
科
教
員
、
学
校
統
合

に
よ
る
加
配
、
通
級
指
導

担
当
教
員
、
副
校
長
の
配

置
を
強
く
要
望
し
て
お
り
、

実
現
を
目
指
す
。

義
務
教
育
学
校
の
教
職

員
の
対
応

教
員
配
置
を
計
画
的
に

進
め
る

担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す

る
よ
う
簡
素
化
さ
れ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
多
く
の
自
治

会
が
人
手
不
足
と
高
齢
化

し
て
い
る
中
、
こ
の
よ
う
な

負
担
を
お
願
い
す
る
の
は
困

難
と
考
え
る
。
今
後
、
空
き

家
対
策
を
進
め
て
い
く
う
え

で
、
大
変
重
要
な
調
査
と
な

る
の
で
、
調
査
方
法
等
の
再

検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
見
解
を
伺
う
。

バ
ー
カ
ー
ド
の
現
在
の
普
及

率
と
今
後
の
普
及
向
上
へ
の

対
策
を
伺
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
判
断
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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本
町
の
建
設
工
事
等

発
注
基
準
に
関
し
、

①
町
内
業
者
の
選
定
基
準

②
随
意
契
約
の
限
度
額

③
契
約
議
決
の
基
準
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

設
計

金
額
が
１
億
円
以
上

の
場
合
に
は
、
事
後
審
査

型
条
件
付
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
業
者
を
決
定
す
る
。

ま
た
、
予
定
価
格
が
低
い

場
合
な
ど
に
用
い
る
随
意

契
約
を
除
い
て
、
指
名
競

争
入
札
で
発
注
業
者
を
決

定
す
る
。
①
町
内
業
者
の

選
定
基
準
は
、
予
め
土
木

工
事
に
関
し
て
王
寺
町
建

ご
み
の
減
量
は
、
環

境
保
護
、
財
政
面
か

ら
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

町
の
広
報
で
の
再
三
の
呼
び

か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
王
寺

町
の
ご
み
は
年
々
増
え
続
け

て
い
る
。
そ
こ
で
次
の
２
点

を
伺
う
。

①
過
去
３
年
間
の
ご
み
排
出

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

本
町
の
建
設
工
事
等
発
注
基
準
に
つ
い
て

ご
み
の
正
し
い
分
別
の
啓
発
と

　
　

有
料
化
の
準
備
も
進
め
た
い

土
木
工
事
は
、
設
計
金
額
５
０
０
万
円
以
上
と
、

同
未
満
の
２
等
級
に
区
分

設
工
事
請
負
業
者
資
格
審

査
会
で
業
者
の
格
付
け
を

行
い
、
Ａ
及
び
Ｂ
の
２
等

級
に
区
分
す
る
。
次
に
、

入
札
指
名
業
者
選
考
委
員

会
に
お
け
る
指
名
競
争
入

札
の
指
名
基
準
と
し
て
、

設
計
金
額
が
５
０
０
万
円

以
上
の
場
合
は
Ａ
ラ
ン
ク

奈
良
県
で
は
医
療
機

関
や
社
会
福
祉
施
設

等
の
職
員
を
対
象
と
し
た
一

斉
定
期
的
検
査
を
実
施
す

住
民
福
祉
部
長　

①

ご
み
排
出
量
に
つ
い

て
の
、
対
前
年
度
比
は
、
Ｈ

29
年
度
（
＋
０
・
９
％
）、
Ｈ

30
年
度
（
＋
１
・
２
％
）、
Ｒ

住
民
福
祉
部
長　

県

に
は
、
予
算
の
有
効

活
用
の
上
、
県
内
の
希
望
す

る
全
施
設
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る

と
要
望
し
て
い
く
。

元
年
度
（
＋
０
・
５
％
）
と

年
々
、
微
増
し
て
い
る
。
住

民
一
人
あ
た
り
の
処
理
費

に
つ
い
て
は
、
Ｈ
29
年
度

（
１
万
４
４
３
円
）、
Ｈ
３
０

年
度
（
１
万
１
７
２
円
）、

Ｒ
元
年
度（
１
万
７
３
８
円
）

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家

庭
系
の
ご
み
に
資
源
ご
み

の
占
め
る
割
合
は
、
近
隣

町
と
比
べ
多
い
状
況
で
あ

り
、
ご
み
の
減
量
化
の
取
組

み
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
え

る
。

②
各
戸
配
布
の
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
で
の
啓
発
を
は
じ

め
、
Ｒ
２
年
度
の
取
組
と
し

て
、
町
広
報
紙
（
６
月
号
）

で
家
庭
系
ご
み
の
量
の
掲

載
や

１１
月
号
で
は
、
マ
イ

ナ
ス
１
０
０
グ
ラ
ム
の
減
量

化
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

今
後
も
継
続
的
な
取
組
と

し
て
、
広
報
紙
な
ど
で
、
ご

住
民
福
祉
部
長　

介

護
保
険
の
給
付
は
、

要
介
護
区
分
に
応
じ
て
１

カ
月
あ
た
り
の
上
限
額
が

あ
り
、
医
療
保
険
と
比
べ

著
し
く
高
額
な
給
付
が
発

生
し
な
い
こ
と
か
ら
、
保
険

料
の
設
定
で
は
段
階
別
定

額
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

王
寺
町
の
17
段
階
は
県
内

で
一
番
段
階
数
が
多
く
、
高

所
得
者
に
よ
り
高
い
保
険

王
寺
町
の
第
７
期
の

介
護
保
険
料
は
17
段

階
の
設
定
で
、
そ
の
保
険

料
は
、
全
て
の
段
階
で
は

な
い
が
、
近
隣
町
の
中
で

も
っ
と
も
高
い
。
低
所
得

者
ほ
ど
所
得
に
対
す
る
負

担
率
が
高
く
、
高
額
所
得

者
の
累
進
性
を
高
め
、
低
・

水
道
部
長　

旧
第
１

浄
水
場
解
体
撤
去
事

業
は
、
平
成
30
年
１
月
か

ら
町
内
全
域
を
県
営
水
道

１
０
０
％
に
よ
る
配
水
に

転
換
し
た
こ
と
で
浄
水
場

旧
第
１
浄
水
場
解
体
撤
去
事
業
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
は
所
得
段
階
を
２０
段
階
ま
で

に
設
定
し
、
累
進
性
を
高
め
る
算
定
を

事
業
の
進
捗
率
は
約
90
％

跡
地
利
用
は
児
童
公
園
を
予
定

給
付
と
負
担
の
均
衡
の
観
点
か
ら

定
額
制
を
採
用

と
し
て
の
役
割
を
終
え
た

施
設
を
解
体
、
撤
去
す
る

も
の
。
現
在
は
順
調
に
作

業
が
進
ん
で
お
り
、
９
施

設
の
う
ち
８
施
設
の
解
体

が
完
了
し
、
進
捗
率
は
約

90
％
で
３
月
末
に
完
了
予

定
。

　

今
後
の
跡
地
利
用
を
考

県
営
水
道
へ
の
移
行

に
よ
り
、
廃
止
と

な
っ
た
、
旧
第
１
浄
水
場

に
つ
い
て
、
敷
地
内
の
老
朽

化
し
た
建
物
や
構
造
物
の

撤
去
等
を
行
い
、
安
全
を

確
保
す
る
た
の
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
進

捗
を
伺
う
。
ま
た
、
解
体

慮
し
た
点
に
つ
い
て
は
、

立
地
条
件
で
は
土
地
の
形

状
が
急
勾
配
で
平
面
部
分

が
少
な
い
が
、
眺
望
に
恵

ま
れ
て
お
り
、
花
見
ス
ポ
ッ

ト
や
高
台
か
ら
の
景
色
は

観
光
資
源
と
し
て
の
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
立

地
条
件
、
ア
ク
セ
ス
等
の

課
題
を
前
提
に
、
既
存
の

桜
を
活
か
し
た
児
童
公
園

の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

撤
去
に
つ
い
て
は
、
地
上

部
は
全
て
撤
去
し
、
地
下

に
つ
い
て
は
、
地
下
１
・
５

幡野 美智子 議員
（日本共産党）

北村 達夫 議員
（無所属）

若林 かずみ 議員
（無所属）

業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て

介
護
事
業
所
の
職
員
へ
の

定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

実
施
を

令
和
３
年
度
中
に
策
定

み
の
量
の
現
状
や
「
混
ぜ

れ
ば
ご
み
・
分
け
れ
ば
資

源
」
な
ど
正
し
く
分
別
す

れ
ば
資
源
化
、
ご
み
の
減

量
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

啓
発
す
る
。
ま
た
、
全
国
、

及
び
近
隣
町
に
お
い
て
も

「
有
料
化
」
が
進
ん
で
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、
導
入
に

向
け
た
準
備
を
進
め
た
い
。

中
所
得
段
階
の
引
き
下
げ

が
不
可
欠
で
あ
る
。
高
所

得
者
層
の
段
階
を
更
に
細

分
化
し
て
20
段
階
と
し
、

累
進
性
を
高
め
る
算
定
を

検
討
さ
れ
た
い
。

本
町
の
発
災
時
の
業

務
継
続
計
画
に
つ
い

て
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る

お
考
え
は
あ
る
か
。

総
務
部
理
事　

王
寺

町
地
域
防
災
計
画
を

を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、

令
和
３
年
度
中
の
業
務
継

続
計
画
策
定
に
向
け
、
令

鎌倉 文枝 議員
（無所属）

量
と
住
民
一
人
あ
た
り
の
ご

み
処
理
費
に
つ
い
て　

②
ご

み
の
減
量
化
に
対
す
る
住
民

へ
の
啓
発
に
つ
い
て
。

【
要
望
】

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、「
有
料
化
」
の

選
択
を
す
る
の
で
は
な
く
、

住
民
と
と
も
に
さ
ら
な
る
分

別
な
ど
の
有
効
な
手
段
を

考
え
、
ご
み
の
減
量
化
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

業
者
、
５
０
０
万
円
未
満

の
場
合
は
Ｂ
ラ
ン
ク
業
者

か
ら
指
名
す
る
。
②
随

意
契
約
の
限
度
額
は
工

事
又
は
製
造
の
請
負
は

１
３
０
万
円
以
内
と
す
る
。

③
契
約
議
決
の
基
準
は
、

予
定
価
格
５
千
万
円
以
上

の
工
事
又
は
製
造
請
負
に

つ
い
て
は
、
王
寺
町
議
会

の
議
決
に
付
す
。

【
要
望
】　

一
般
競
争
入
札
の

範
囲
を
拡
大
す
る
方
向
で
の

早
期
の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

【
要
望
】

　

公
園
整
備
と
し
て
の
跡
地

利
用
が
、
こ
れ
か
ら
先
も
貴

重
な
町
の
財
産
と
し
て
引
き

継
げ
る
よ
う
、
早
い
時
期
に

資
料
を
作
成
し
、
関
係
団
体

等
と
協
議
を
進
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
随
時
、
協
議

の
状
況
を
報
告
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

和
３
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
、
全
庁
的
な
検
討
体

制
で
実
効
性
の
あ
る
計
画

を
策
定
す
る
。
計
画
の
さ

ら
な
る
実
効
性
を
高
め
る

べ
く
、
平
常
時
か
ら
施
設

の
増
強
、
備
蓄
促
進
、
人

員
確
保
等
の
非
常
時
優
先

業
務
の
執
行
に
必
要
な
資

源
の
確
保
を
計
画
的
に
実

施
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
生

活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

す
べ
く
、
早
期
に
よ
り
多

く
の
通
常
業
務
が
再
開
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
図
る
。

る
と
し
て
、
20
億
７
０
０
万

円
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い

る
。
今
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
同
時
並
行

で
大
規
模
に
実
施
す
る
こ

と
が
、
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
に
是
非
と
も
必

要
。
こ
の
募
集
は
県
の
事

業
で
あ
る
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
の
施
設
の
み
を
対
象

と
す
る
の
で
な
く
、
希
望

す
る
事
業
所
の
全
て
を
受

け
付
け
る
こ
と
を
、
町
は

県
に
強
く
求
め
ら
れ
た
い
。

ｍ
ま
で
の
構
造
物
は
公
園

遊
具
設
置
の
支
障
と
な
ら

な
い
よ
う
撤
去
し
て
い
る
。

　

今
後
、
令
和
７
年
度
に

予
定
の
県
域
水
道
一
体
化

に
伴
う
基
本
協
定
締
結
ま

で
に
、
こ
の
浄
水
場
跡
地

が
、
今
後
も
王
寺
町
の
資

産
と
し
て
位
置
付
け
、
児

童
公
園
と
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
関
係
団
体
等
と
協

議
に
臨
ん
で
い
く
。

撤
去
作
業
は
今
後
の
跡
地

利
用
を
考
慮
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

料
を
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
可
能
な
限
り
累

進
性
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、

今
後
も
研
究
し
て
、
そ
の

期
に
ふ
さ
わ
し
い
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。
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通
学
路
に
つ
い
て
は

王
寺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

地
区
委
員
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
３
コ
ー
ス
を
検

討
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
畠

田
地
区
の
王
寺
小
学
校
に
通

う
１・
２
年
生
は
、
開
校
と

同
時
に
、
現
在
の
王
寺
南
小

学
校
に
通
学
と
な
る
が
、
就

【
仮
称
】
王
寺
義
務
教
育
学
校
（
南
）
の

通
学
路
に
つ
い
て

９
月
ま
で
に
最
終
決
定
し
、
１０
月
以
降
に

保
護
者
説
明
会
な
ど
で
周
知
す
る

義
務
教
設
置
準
備
室

理
事　

南
校
区
の
通

学
路
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
学
校
関
係
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
の
意
見
を
伺
い
、
義
務
教

育
学
校
推
進
委
員
会
の
総

務
Ｐ
Ｔ
で
検
討
を
行
っ
た
。

児
童
生
徒
の
安
全
を
第
一
に

考
え
、南
校
区
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
南
小
学
校
へ
の
通
学

路
を
設
定
す
る
必
要
が
あ

る
畠
田
地
区
に
つ
い
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
畠
田
地
区
委
員
の
皆
様

か
ら
も
慎
重
に
意
見
を
伺

い
、
令
和
２
年
２
月
に
通
学

路
案
を
ま
と
め
た
。

　

本
来
な
ら
ば
、
令
和
２
年

４
月
に
保
護
者
説
明
会
を
開

催
し
、
通
学
路
案
を
説
明
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
開
催
す
る

学
前
児
童
の
保
護
者
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
周
知
さ
れ

て
い
る
の
か
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
あ
る
が
、
町
立
幼
稚

園
、
黎
明
保
育
園
、
片
岡
の

里
こ
ど
も
園
の
保
護
者
に
つ

い
て
は
詳
し
く
ご
存
じ
な
い

よ
う
で
す
。
今
後
の
説
明
会

の
開
催
予
定
、
通
学
路
の
決

一 般 質 問

令
和
２
年
中
の
奈
良

県
内
特
殊
詐
欺
被

害
件
数
は
前
年
と
同
数
の

１
７
５
件
、
被
害
額
は
前

年
比
＋
約
７
千
２
３
０
万
円

と
大
幅
に
増
加
。
最
も
多

い
の
は
、
犯
人
が
銀
行
員

や
警
察
官
を
装
っ
て
被
害

者
の
自
宅
ま
で
カ
ー
ド
を

総
務
部
理
事　

令

和
２
年
中
の
本
町
の

被
害
件
数
は
３
件
、
金
額
は

１
千
６
７
０
万
円
、
令
和
３

年
に
入
っ
て
１
件
２
６
０
万

特
殊
詐
欺
や
詐
欺
メ
ー
ル

　
　

被
害
防
止
の
た
め
の
取
組

西
和
警
察
と
連
携
し

　
　

特
殊
詐
欺
被
害
の
防
止
対
策
を
継
続

の
被
害
が
発
生
。
昨
年
１１
月

１
日
か
ら
防
犯
電
話
購
入
補

助
事
業
を
西
和
地
区
防
犯
協

議
会
の
事
業
と
し
て
西
和
警

察
と
連
携
し
実
施
。
防
災
行

政
無
線
、
安
全
・
安
心
メ
ー

ル
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
多

様
な
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
啓

発
を
実
施
。

国
民
健
康
保
険
制
度

に
つ
い
て　

①
国
保

財
政
調
整
基
金
の
残
高
、
令

和
２
年
度
の
国
保
会
計
の
決

算
見
込　

②
国
が
子
ど
も

の
均
等
割
軽
減（
未
就
学
児
・

５
割
公
費
負
担
・
令
和
４
年

実
施
）
を
検
討
し
て
い
る
。

実
施
さ
れ
た
場
合
、
本
町
で

住
民
福
祉
部
長　

①

残
高
見
込
は
、
約
１

億
９
千
６
０
０
万
円
。
決
算

見
込
は
、
歳
入
23
億
２
千
５

０
０
万
円
、
歳
出
23
億
１
千

６
０
０
万
円
で
９
０
０
万
円

の
黒
字
を
見
込
む
。　

②
94

人
（
Ｒ
３
年
１
月
末
時
点
）、

１
６
９
万
円
③
１
千
１
８
４

教
育
環
境
の
デ
ジ
タ

ル
化
は
、
特
別
支
援

教
育
に
お
い
て
も
と
て
も

必
要
で
あ
る
。
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
教
材
の
一
つ

に
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ

イ
ジ
ー
教
科
書
」
が
あ
る
。

今
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥

教
育
総
務
部
長　

①

現
在
、
１
名
の
児
童

が
、「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ

イ
ジ
ー
教
科
書
」
を
利
用
し

て
い
る
。
特
別
な
支
援
が
必

要
な
児
童
生
徒
の
教
材
の
選

択
に
あ
た
っ
て
は
、
各
学
校

の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
、
個
々
の
児
童
の
実
態
を

的
確
に
把
握
し
作
成
し
て
い

る
個
別
の
教
育
支
援
計
画
や

指
導
計
画
を
効
果
的
に
活
用

し
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
が

デ
ジ
タ
ル
端
末
を
授
業
に
取

り
入
れ
る
に
あ
た
り
必
要
な

技
術
や
指
導
力
を
向
上
す
る

た
め
の
研
修
の
実
施
や
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
を
配
置
し
て
い
る
。
②

現
在
行
っ
て
い
る
特
別
支
援

教
育
の
取
組
を
継
続
し
、
令

和
４
年
４
月
か
ら
９
年
間
一

貫
し
た
義
務
教
育
学
校
と
な

る
こ
と
で
、
特
別
支
援
教
育

が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
行
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
精
神
的
、
身
体
的
負
担

が
軽
減
で
き
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
家
庭
や
関
係
機
関
と

綿
密
な
連
携
を
図
り
、
今
ま

で
以
上
に
、
き
め
細
か
な
合

理
的
配
慮
の
あ
る
支
援
が
で

き
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、

町
の
図
書
館
や
学
校
図
書
館

に
デ
イ
ジ
ー
図
書
を
配
置
し

周
知
を
図
る
。

坂下 早苗 議員
（公明党）

小山 郁子 議員
（日本共産党）

小山 郁子 議員

取
り
に
来
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
型
」
と
い
う
手
口
。

本
町
の
被
害
防
止
の
取
組

を
お
尋
ね
す
る
。

多
動
性
障
が
い
）、
Ｌ
Ｄ（
学

習
障
が
い
）、
高
機
能
自
閉

症
等
、
特
別
な
教
育
的
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
の
割
合
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
」
は
、
教

科
書
の
内
容
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
文

【
要
望
】　

保
険
料
の
据
え
置

き
と
コ
ロ
ナ
禍
、
ま
た
子
育

て
支
援
と
し
て
子
ど
も
の
均

等
割
の
免
除
を
要
望
す
る
。

【
要
望
】　

特
殊
詐
欺
被
害
防

止
の
合
言
葉
や
４
コ
マ
漫
画

な
ど
目
に
訴
え
る
防
止
策
を

町
の
広
報
紙
「
王
伸
」
に
掲

載
す
る
事
を
要
望
。

大久保 一敏 議員
（無所属）

大久保 一敏 議員

北葛城郡町議会議長会表彰式典会場の
広陵町役場前で記念撮影

の
人
数
と
減
免
額　

③
町

独
自
で
、
子
ど
も
（
18
歳
未

満
）
を
対
象
に
均
等
割
免
除

に
必
要
な
財
源
と
町
独
自

の
減
免
の
お
考
え
を
お
尋
ね

す
る
。

定
時
期
、
通
学
路
の
安
全
対

策
な
ど
、
開
校
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
後
、
コ
ロ
ナ
が
拡
大
し
て

い
る
中
で
は
あ
っ
た
が
、
一

番
影
響
が
大
き
い
現
在
の
王

寺
小
学
校
に
通
わ
れ
て
い
る

畠
田
地
区
の
保
護
者
を
対

象
に
、
令
和
２
年
12
月
に
説

明
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、

本
年
２
月
23
日
に
南
校
区
の

就
学
前
児
童
の
保
護
者
全

員
を
対
象
に
説
明
会
を
開

催
し
た
。

　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
畠
田
水
神
社
分
社

付
近
の
木
の
伐
採
や
南
中

学
校
前
交
差
点
の
信
号
機

設
置
な
ど
協
議
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
見
守
り
体
制
も
地

域
住
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
新
た
な
仕

組
の
構
築
な
ど
を
検
討
す

る
。
通
学
路
は
９
月
ま
で
に

最
終
決
定
し
、
10
月
以
降
、

保
護
者
を
対
象
に
説
明
会

を
開
催
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
す
る
。

特
別
支
援
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、「
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
」
の
導
入
を

個
々
の
児
童
の
実
態
に
応
じ
た
個
別

の
教
育
支
援
計
画
、
指
導
計
画
に
基

づ
き
教
材
を
選
択
・
活
用
す
る

字
の
拡
大
・
色
強
調
、
音

声
再
生
等
が
同
時
に
行
え

る
教
材
で
、
視
覚
障
が
い
な

ど
で
読
み
書
き
が
難
し
い

児
童
生
徒
が
、
文
字
を
認

識
す
る
こ
と
で
自
信
が
つ
き

学
習
向
上
に
つ
な
が
る
。「
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
イ
ジ
ー

教
科
書
」
の
活
用
は
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
保

障
へ
つ
な
が
り
、
そ
の
導
入

が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見

を
伺
う
。
①
現
在
の
「
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
イ
ジ
ー
教

科
書
」
に
つ
い
て
の
町
の
現

状
②
今
後
の
取
組
。

鎌倉 文枝 議員

　令和３年２月９日、北葛城郡町議会議長会表彰
式典において、鎌倉議員が議会議員１５年以上在
職、大久保議員、小山議員がそれぞれ、議会議員
１０年以上在職の表彰を受けました。また、令和３年
３月１１日、全国町村議会議長会表彰の伝達式にお
いて、鎌倉議員が自治功労者表彰を受けました。

鎌倉文枝議員・大久保一敏議員・
小山郁子議員が表彰を受けました

万
円
で
町
独
自
の
減
免
は
考

え
て
い
な
い
。

王寺町 ➡ 議会王寺町 / 王寺町議会 ➡
議場コンサート　で検索

視 聴 方 法

議場コンサートをインターネット
配信します

日 時　６月８日（火）午前９時３０分～午前１０時
出 演　王寺ハンドベルチーム
※無観客でライブ配信いたします。（録画配信は行いません。）

※このQRコードは、コンサート終了後
は本会議用のQRコードになります。

② QRコードからアクセス

① 検索

___________
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行

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用
しています。

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
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　奈良県指定文化財の達磨寺方丈は、平成２９年から保存修理工事が行われ、令和
２年１２月に工事が完了した。達磨寺は、聖徳太子が飢えた人に出会い、助け、埋葬した
『日本書紀』の片岡飢人伝説がもととなり、飢人が達磨大師の化身と考えられて建立
された。今も本堂の下には達磨大師の墓とされる古墳がある。

　山頂から360度の大パノラマが堪能でき、１，８００年の歴史空間と自然の癒しを体
感できる町の重点観光スポット。世界遺産の「百舌鳥・古市古墳群」を含め、東西南北
から世界遺産ビューを楽しむことができる。

議会における広域連携
『王寺周辺広域市町村圏議長会』 研修会を王寺町で開催しました

◆開 催 日	 令和３年３月２９日（月）
◆研修場所	 「達磨寺方丈」と「明神山頂」の視察
◆参 加 者	 平群町、三郷町、斑鳩町、安堵町、上牧町、王寺町、河合町の各町議会議長

王寺周辺広域市町村圏議長会（西和７町〔平群・三郷・斑鳩・安堵・上牧・王寺・
河合〕の議長で構成）の今年の研修は、新型コロナウイルスの影響に伴い、先
進地での研修が実施できなかったことから、周辺自治体での研修として、広域
観光の推進をめざすことを目的に観光振興に関する研修を実施

研修目的

達磨寺方丈

明神山頂


